
令和８年度第一回措置等報告評価検討会の開催について

○ 令和８年９月３日に、令和８年度第一回措置等報告評価検討会を開催しまし

た。同検討会委員からお示し頂いた主な御意見は以下のとおりです。

○ 矯正局において、施設の実情等も踏まえて対応の可否等について検討し、第

二回検討会（令和９年１月又は２月開催を予定）において、回答することを予定

しています。

【措置等報告評価検討会委員からお示し頂いた主な御意見】

〇 拘禁刑の導入に伴う処遇の個別化等を踏まえ、職員の負担軽減や職員間の連

携強化に資する体制を検討すること。また、職員意識と被収容者の受け止めの

変化について丁寧に分析し、必要な対応策を検討するとともに、優秀な人材の

確保・育成に向けた職務環境の改善等に引き続き努めること。

〇 未決拘禁者についても人権に配慮した処遇が行われるよう、職員の意識の醸

成に努めること。

〇 視察委員会の負担軽減策について、施設の統合等の状況も踏まえ、引き続き

検討すること。また、各視察委員会間の情報共有の促進に努めるとともに、視

察委員会制度の意義や活動内容について、被収容者・在院者に対して分かり易

く周知すること。

〇 被収容者の食事について、物価高騰を踏まえた必要な予算の確保に引き続き

努めるとともに、栄養面や食育の観点も踏まえた工夫を検討すること。

〇 矯正医療については、医師の確保が困難な状況を踏まえた医療体制の在り方

を矯正全体として検討すること。また、被収容者の求めに応じた診療の要否を

適切に判断し、その理由等を被収容者に丁寧かつ分かりやすく説明するよう引

き続き努めること。

〇 在院者・在所者の個別の事情への配慮について、引き続き、その個別の必要

に応じた対応を行うこと。

〇 在院者が矯正教育を受ける過程で作成したものについて、出院時に持ち帰る

ことができるような取組を継続すること。

〇 被収容者・在院者の学習意欲や読書習慣の醸成に資するよう、書籍等の整備

に努めること。

〇 規律違反への対応については、当該行為等を画一的に制限するのではなく、

その背景にある個々の事情や集団としての課題を把握し、指導の契機とする観

点から、適切な運用に努めること。

〇 外国人被収容者について、円滑な意思疎通を図るための方策を検討するなど、

外国人被収容者の適正な処遇に引き続き努めること。
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